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吉
嗣
拝
山
は
明
治
4
年
（
１
８
７
１
）、
26
歳
の
と
き

に
事
故
で
右
腕
を
失
い
、
翌
年
、
切
断
し
た
腕
の
骨

を
用
い
て
「
骨こ

っ

筆ぴ
つ

」
を
作
り
ま
し
た
。
左
手
で
筆
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
拝
山
は
、
明
治
6
年
に
東
京
を
離

れ
て
大
阪
に
住
み
、明
治
11
年
に
清
国
へ
渡
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
事
故
か
ら
渡
航
に
い
た
る
拝
山
の
動
向
に
つ

い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
記
録
が
少
な
く
、
そ
の
足
跡
は

断
片
的
に
し
か
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
作
は
、
ま
さ
に
そ
の
頃
の
拝
山
を
知
る
う
え
で

貴
重
な
資
料
で
す
。
縦
約
11
㎝
の
小
さ
な
折お

り

本ほ
ん

で
、
拝

山
に
よ
る
旅
の
ス
ケ
ッ
チ
や
記
録
、
漢
詩
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
の
は
、
折
本
を

少
し
広
げ
て
見
た
も
の
で
す
。

　

絵
に
は
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
水
面
に
一
艘
の
舟
が
浮

か
ん
で
い
て
、
舟
に
は
幾
人
も
の
人
物
が
乗
り
込
ん
で

い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
続
く
墨
書
の

冒
頭
に
は
「
乙
亥
九
月
出
敦
賀
港
渡
船
図
」
と
あ
り
、

乙き
の
と
い亥
は
明
治
8
年
（
１
８
７
５
）
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
絵
が
同
年
9
月
、
敦つ

る

賀が

港
を
出
る
際
の
船
の
様

子
を
描
い
た
も
の
、
末
尾
に
大
き
な
文
字
で
「
旅り

ょ

途と

」

と
あ
る
の
で
、
拝
山
の
旅
行
中
の
ス
ケ
ッ
チ
と
記
録
で

あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
あ
と
に
は
「
金き

ん

城じ
ょ
う」

と
い

う
記
述
が
登
場
し
、
旅
の
目
的
地
が
金か

な

沢ざ
わ

で
あ
っ
た
こ

と
も
確
認
で
き
ま
す
。
当
時
、
敦
賀
か
ら
金
沢
へ
向

か
う
に
は
、
ま
だ
鉄
道
が
な
か
っ
た
た
め
、
船
と
陸
路

を
組
み
合
わ
せ
る
交
通
が
一
般
的
で
し
た
。

　

さ
ら
に
見
て
ゆ
く
と
、
病
床
に
あ
っ
た
旧
友
「
久
嶋

君
」
を
見
舞
っ
た
と
す
る
絵
が
あ
り
、
絵
の
上
部
に
は

彼
の
病
を
慰
め
る
た
め
に
梅
花
を
描
き
詩
を
詠
ん
だ

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
久
嶋
君
」
が
誰
を
指
す
の
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
阪
か
ら
金
沢
ま
で
足
を
運

ん
で
見
舞
っ
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
に
親
し
い
関
係
が

あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

小
さ
な
画
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
絵
に
も
文
字
に

も
筆
勢
が
あ
り
、
本
作
に
は
も
う
は
っ
き
り
と
、
私

た
ち
が
持
つ
拝
山
の
詩
書
画
の
イ
メ
ー
ジ
が
表
れ
て
い

ま
す
。
清
国
渡
航
以
前
の
拝
山
の
画
技
を
、
旅
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
と
も
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
、
と
て
も
興
味

深
い
逸
品
で
す
。（
井
形
栄
子
）
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御
前
揮
毫
は
檜
舞
台

 　

       

～ 

絵
皿
に
よ
み
が
え
る
牛
の
縁 

～

　
太
宰
府
天
満
宮
で
の
御
前
揮
毫　

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
太
宰
府
に
は

東と
う

宮ぐ
う

時
代
の
大
正
天
皇
や
昭
和
天
皇
を
は
じ

め
多
く
の
皇
族
方
が
訪
れ
、
太
宰
府
天
満
宮

に
参
詣
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
折
に
は
、

太
宰
府
ゆ
か
り
の
絵
師
や
書
家
が
御
前
に
召

さ
れ
、
文
書
館
で
席
上
揮
毫
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
で
も
吉
嗣
拝
山
、
萱か

や

島し
ま

秀
し
ゅ
う

山ざ
ん

、
宮み

や

垣が
き

暢の
ぶ

丸ま
る

、
藤ふ

じ

瀬せ

冠か
ん

邨そ
ん

、
吉
嗣
鼓こ

山ざ
ん

、
萱
島

秀し
ゅ
う

峰ほ
う

な
ど
が
た
び
た
び
腕
を
振
る
っ
て
い

ま
す
。

　

左
の
写
真
は
、
大
正
９
年(

１
９
２
０) 

４

月
６
日
、
後
の
昭
和
天
皇
と
な
る
裕ひ

ろ

仁ひ
と

親
王

が
、
皇
太
子
時
代
に
太
宰
府
天
満
宮
に
行
啓

さ
れ
た
時
の
御
前
揮
毫
の
記
念
写
真
で
、
前

列
の
絵
師
た
ち
は
紋
付
袴
の
正
装
に
身
を
包

宮
で
も
境
内
の
安
全
管
理
は
も
と
よ
り
、
消

毒
や
調
度
の
整
え
な
ど
が
入
念
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
写
真
前
列
左
端
の
吉
嗣

鼓
山
の
膝
前
に
置
か
れ
た
箱
に
は
、
左
手
拝

山
と
し
て
知
ら
れ
た
父
、
吉
嗣
拝
山
の
右
腕

の
骨
で
作
ら
れ
た
「
骨
筆
」
が
入
っ
て
い
ま

す
。
鼓
山
は
、
こ
こ
ぞ
！
と
い
う
折
に
、
父

の
遺
品
を
携
え
て
画
席
に
臨
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

歳
月
を
経
て
伝
わ
る
作
品

　
御
前
揮
毫
は
、
15
分
程
度
の
短
い
時
間
で

作
品
を
仕
上
げ
る
た
め
、
絵
師
た
ち
は
準
備

に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
物
は

献
上
さ
れ
て
手
元
に
残
ら
な

い
の
で
、
練
習
時
の
紙
片
や
、

後
日
同
じ
絵
を
記
念
に
描
い

て
残
し
た
余
墨
と
呼
ば
れ
る

作
品
が
、
旧
家
な
ど
に
伝
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
大
正
９
年
の
こ
の
時

に
、
三
画
伯
が
ど
の
よ
う
な

絵
を
描
い
た
の
か
は
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
40
年
の
歳
月
が
流
れ
、
昭
和
36

年
（
１
９
６
１
）
４
月
22
日
、
昭
和
天
皇
・
皇

后
は
佐
賀
県
へ
行
幸
し
、
有
田
町
の
深ふ

か

川が
わ

製せ
い

磁じ

を
訪
れ
ま
す
。
右
上
の
写
真
に
は
、
工
房

内
で
絵
皿
が
制
作
さ
れ
る
工
程
を
、
深
川

進す
す
む

社
長
が
案
内
す
る
様
子
が
写
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
、
絵
皿
の
下
絵
に
用
い
ら
れ
た

の
は
、
大
正
９
年
、
昭
和
天
皇
が
皇
太
子
時

代
に
訪
れ
た
太
宰
府
天
満
宮
で
、
太
宰
府
の

絵
師
・
萱
島
秀
山
が
御
前
で
揮
毫
し
た
菅
公

ゆ
か
り
の
「
牛
」
の
絵
で
し
た
。
菅
原
道
真

と
昭
和
天
皇
は
、
共
に
丑う

し

年
生
ま
れ
。
説
明

を
受
け
て
、「（
陛
下
は
）
し
ば
ら
く
目
を
閉

じ
て
当
時
を
思
い
出
し
て
お
ら
れ
る
ご
様
子

だ
っ
た
」
と
、
翌
日
の
毎
日
新
聞
は
伝
え
て

い
ま
す
。

　

古
い
写
真
と
絵
師
た
ち
の
作
品
。
こ
れ
ら

に
各
地
の
記
録
が
加
わ
る
こ
と
で
、
絵
師
た

ち
を
取
り
巻
く
世
界
も
ぐ
っ
と
広
が
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。（
井
上
理
香
）

ん
で
い
ま
す
。
天
満
宮
の
社
務
日
誌
に
よ
れ

ば
、
到
着
し
た
皇
太
子
は
参
拝
の
後
に
北
神

苑
を
巡
覧
、
ク
ス
ノ
キ
を
植
樹
し
て
文
書
館

に
向
か
い
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
席
画
に
隣
席

し
た
よ
う
で
す
。「
萱
島
秀
山
、
吉
嗣
鼓
山
、

藤
瀬
冠
邨
の
三
画
伯
は
御
前
揮
毫
の
光
栄
に

浴
し
た
り
」と
い
う
一
文
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
御
前
揮
毫
の
心
構
え

　

絵
師
た
ち
に
と
っ
て
、
御
前
揮
毫
は
家
の

誉
れ
で
し
た
。
命
を
受
け
た
そ
の
時
か
ら
体

調
管
理
に
努
め
、
万
一
発
熱
な
ど
の
場
合
は

席
を
辞
退
、
当
日
は
朝
か
ら
精

し
ょ
う

進じ
ん

潔け
っ

斎さ
い

し
て

衣
服
を
整
え
、
大
事
に
臨
み
ま
し
た
。
各
家

に
は
親
類
縁
者
か
ら
祝
い
の
酒
や
鯛
が
届

き
、
宴
席
が
張
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
天
満

大正９年 (1920) ４月６日
皇太子裕仁親王行啓時の御前揮毫の記念に
文書館入口前で撮られた写真　　
前列左から吉嗣鼓山、萱島秀山、藤瀬冠邨　
個人蔵

《吉嗣拝山 骨筆》個人蔵
太宰府市教育委員会寄託
写真提供：太宰府市文化ふれあい館

昭和 36 年（1961）4 月 22 日
( 上 ) 深川製磁社長の案内で絵付けを見
　　  学される昭和天皇

（下）壁に貼られた萱島秀山の牛図と、
　　  深川製磁製の牛の絵皿
壁の右側の紙には、「牛絵に就いて / 天
皇陛下（皇太子殿下御時代）/ 大正九年
太宰府天満宮ご参拝の砌り太宰府在住萱
島秀山画伯御前揮毫の絵で御座います」
と書かれている。写真は共に個人蔵
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注連柱裏面

豊
臣
秀
吉
像

　

現
在
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
豊

臣
兄
弟
」
で
は
豊
臣
秀
吉
・
秀ひ

で

長な
が

兄
弟
が
百

姓
か
ら
天
下
統
一
を
目
指
す
過
程
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
秀
吉
は
天て

ん

正
し
ょ
う

10
年
（
１
５
８
２
）

の
本
能
寺
の
変
で
倒
れ
た
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

の
後
継

者
と
し
て
台
頭
し
、同
13
年
に
関
白
に
就
任
、

同
18
年
に
後ご

北ほ
う

条
じ
ょ
う

氏
を
滅
亡
さ
せ
全
国
統

一
を
果
た
し
ま
す
。
慶け

い

長ち
ょ
う３

年
（
１
５
９
８
）

秀
吉
が
没
す
る
と
豊
臣
家
ゆ
か
り
の
大
名
、

社
寺
は
秀
吉
の
神
格
化
の
た
め
、
礼
拝
用
に

秀
吉
画
像
を
さ
か
ん
に
制
作
し
ま

し
た
。

　

齋
藤
家
資
料
《
人じ

ん

物ぶ
つ

肖
し
ょ
う

像ぞ
う

》

に
は
、
束
帯
姿
の
秀
吉
像
が
複
数

描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
秀
吉

像
は
画
面
右
に
「
豊
臣
秀
吉
公

像　

山
城
國
東
山
高
臺
寺
蔵
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
秀
吉
の
妻
・

北き
た
の
ま
ん
ど
こ
ろ

政
所
が
秀
吉
の
菩
提
寺
と
し

て
慶
長
11
年
（
１
６
０
６
）
に
創

建
し
た
高こ

う

台だ
い

寺じ

所
蔵
の
肖
像
画
の

写
し
だ
と
分
か
り
ま
す
。
肖
像
画

原
本
は
慶
長
６
年
に
狩か

野の
う

派は

の
絵

師
が
制
作
し
た
と
伝
わ
る
も
の
で

す
。

　
《
人
物
肖
像
》
に
は
他
に
も
歴
史
上
の
有

名
人
物
の
肖
像
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
齋
藤
秋
圃･

梅
圃
が
直
接
現
地
で
見
た
も

の
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
に
松ま

つ

平
だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

が

制
作
し
た
「
集

し
ゅ
う

古こ

十
じ
ゅ
っ

種し
ゅ

」
と
い
う
古
宝
物

図
録
を
写
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

寺
社
の
宝
物
は
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
各
地
の
お
抱
え
絵
師
は
こ
の
よ
う

な
絵
手
本
を
見
て
画
の
研
鑽
を
積
ん
で
い
た

よ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
木
村
純
也
）

　

老
松
神
社
は
、
水
城
地
区
の
産
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
、
菅す

が

原わ
ら

道み
ち

真ざ
ね

を
祀
る
神
社
で
す
。

　

境
内
の
手

ち
ょ
う

水ず

舎し
ゃ

前
に
は
、
人
の
背
丈
を
超

え
る
注
連
柱
が
建
っ
て
い
ま
す
。
側
面
の
「
鼓

山
吉
嗣
慶
謹
書
」
か
ら
、
吉
嗣
鼓
山
の
書
を

も
と
に
刻
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
り
、
石い

し

工く

の
白し

ろ

水う
ず

久ひ
さ

兵べ

衛え

、
寄
贈
者
の
伊い

藤と
う

亀か
め

次じ

郎ろ
う

・
伊い

藤と
う

和か
ず

一い
ち

郎ろ
う

・
花は

な

田だ

市い
ち

太た

郎ろ
う

の
名
も
見
え
ま
す
。

白
水
久
兵
衛
は
、
国こ

く

分ぶ

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

の
本
殿
や
石

碑
に
も
名
を
残
す
石
工
で
す
。

　

こ
の
注
連
柱
建
立
の
背
景
と
し
て
、
皇
族

の
太
宰
府
来
訪
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
老
松

神
社
の
注
連
柱
の
裏
面
に
は
「
参
宮
記
念
」

「
大
正
九
年
十
月
十
四
日
建
之
」
と
あ
り
ま

す
。
鼓
山
は
大
正
9
年
（
１
９
２
０
）
4
月
の

皇
太
子
（
後
の
昭
和
天
皇
）
来
訪
の
際
、
太
宰

府
神
苑
文
書
館
に
お
い
て
御
召
揮
毫
を
行
い
ま

し
た
。正
面
に
刻
ま
れ
た「
徳
澤
流
千
里
」（
右
）、

「
恩
光
照
萬
家
」（
左
）
の
語
句
（
恵
み
が
遠
く

の
村
里
ま
で
広
が
り
、
そ
の
光
が
家
々
を
照
ら
す
意
）

に
も
、
来
訪
の
喜
び
を
土
地
に
刻
も
う
と
す

る
人
々
の
思
い
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
、坂さ

か

本も
と

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

の
注
連
柱
（『
宰

府
画
報
』
第
２
号
掲
載
）
は
大
正
12
年
3
月
の

建
立
で
、「
参
宮
同
行
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

前
年
3
月
に
は
貞
明
皇
后
が
太
宰
府
天
満
宮

を
訪
れ
、
鼓
山
は
皇
后
御
前
で
揮
毫
を
行
っ

て
い
ま
す
。
皇
族
の
太
宰
府
来
訪
を
記
念
し
、

御
前
揮
毫
を
行
っ
た
鼓
山
に
揮
毫
を
依
頼
す

る
こ
と
で
、
来
訪
の
記
憶
を
今
に
伝
え
る
も
の

と
い
え
ま
す
。
両
者
に
鼓
山
が
関
わ
っ
て
い
た

点
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

水
城
の
人
々
が
鼓
山
に
揮
毫
を
頼
ん
だ
郷

土
愛
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。（
長
野
晃
久
）

老お
い
ま
つ松

神
社
の
注し

め連
柱

ば
し
ら

《人物肖像・豊臣秀吉像》　紙本墨画　巻子装　38.5 × 1723.8㎝

老松神社の注連柱
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�

今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
残
す
と
こ
ろ
約

２
ヶ
月
。
暇
を
求
め
な
が
ら
も
忙
し
く
駆
け
抜
け
る

日
々
が
続
き
ま
す
。（
木
）

　

�

や
っ
と
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
旅
し
た
い
気
分
は

山
々
で
す
が
、
吉
嗣
家
資
料
【
画
稿
編
】
報
告
書

編
集
は
山
ま
た
山
。〝
熱
い
〟
盛
り
で
す
。（
井
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

明
治
～
大
正
期
の
画
家
。越
前
敦つ

る

賀が

の
人
。

名
は
復
、
字
は
休
卿
。
四
条
派
の
画
家
塩し

お

川か
わ

文ぶ
ん

麟り
ん

に
学
び
、
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
に
清

国
に
渡
っ
て
画
技
を
磨
い
た
。
帰
国
後
は
京

都
を
拠
点
と
し
、
日
本
南
画
協
会
を
設
立
す

る
な
ど
中
央
画
壇
で
活
躍
し
た
。

た
り
が
上
海
か
ら
蘇
州
・
杭
州
へ
向
か
っ
た

旅
の
同
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
ま
す
。 

　

左
上
写
真
の
《
山
水
図
》
は
、
吉
堂
が
拝

山
の
た
め
に
描
い
た
も
の
で
、
画
中
に
「
渓
山

秋
霽
」
の
題
と
、「
戊
寅
端
午
後
三
日
写
於
松

江
舟
中
（
戊
つ
ち
の
え
と
ら

寅
、
端た
ん

午ご

の
の
ち
三
日
、
松
江
の
舟
中

に
お
い
て
写
す
）」
の
墨
書
が
あ
り
ま
す
。
松

し
ょ
う

江こ
う

は
上
海
か
ら
蘇
州
方
面
に
向
か
う
水
路
の
呉ご

淞し
ょ
う

江こ
う

か
と
思
わ
れ
、
ふ
た
り
が
確
か
に
同
じ

舟
で
旅
を
し
て
い
た
の
だ
と
実
感
さ
れ
ま
す
。

　

左
下
写
真
の
《
松
石
図
》
は
、
時
を
経
た

明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
の
作
品
で
、拝
山
が
父
・

梅
仙
の
為
に
催
し
た
古
稀
祝
い
に
、
吉
堂
か
ら

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
大
海
を
渡
り
、
同
じ

船
で
見
聞
を
広
め
た
ふ
た
り
の
交
流
が
、
帰

国
の
の
ち
も
続
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま

す
。（
井
形
栄
子
）

（
上
）
内
海
吉
堂
《
山
水
図
》
絹
本
墨
画
淡
彩
・
明
治
11

年
／
（
右
）
内
海
吉
堂
《
松
石
図
》
絖
本
墨
画
・
明
治
19

年
／
い
ず
れ
も
吉
嗣
家
資
料

生
没
年　
嘉
永
３
～
大
正
12
（
１
８
５
０
～
１
９
２
３
）

関
係
者　
吉
嗣
拝
山

　

吉
堂
は
、
祖
父
・
父
と
も
に
画
家
で
、
吉

嗣
三
代
と
同
じ
く
、
地
元
敦
賀
で
は
「
内

海
三
代
」
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
堂
は

拝
山
よ
り
1
年
早
い
明
治
10
年
に
清
国
へ
渡

り
、
東
本
願
寺
が
海
外
布
教
の
た
め
に
設
置

し
た
上
海
別
院
に
寄
宿
し
な
が
ら
、
現
地
の

文
人
や
、
清
国
を
訪
れ
て
い
た
日
本
人
画

家
、
商
人
た
ち
と
活
発
に
交
流
し
て
い
ま
し

た
。
明
治
11
年
の
春
に
清
国
へ
渡
っ
た
拝
山
と

も
親
し
く
交
わ
り
、
拝
山
の
清
国
渡
航
日
記

『
日に

っ

間か
ん

些さ

事じ

記き

』
の
5
月
の
記
事
に
は
、
ふ

内う

つ

海み

吉き

ち

堂ど

う

Vol.11

〔�

参
考
〕「
没
後
一
〇
〇
年
記
念　

内
海
吉
堂
」（
敦
賀
市
立
博
物

館
、２
０
２
３
年
）
／
「
吉
嗣
家
資
料
『
日
間
些
事
記
』
解
題
（
長

尾
直
茂
）・
翻
刻
」（
太
宰
府
市
公
文
書
館
紀
要
『
年
報
』
太
宰

府
学
第
18
号
、
２
０
２
４
年
）

編
集
後
記

　

今
回
は
忙
し
い
日
々
を
過
ご
す
現
代
人

に
染
み
る
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。「
閒か

ん

是こ
れ

寶た
か
ら」

と
読
み
、「
ゆ
と
り
の
あ
る
時
間
こ
そ
何
よ

り
の
宝
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま

す
。

　
　

　　　
　

　

篆て
ん

書し
ょ

体
で
刻
ま
れ
た
３
文
字
は
い
ず
れ

も
原
形
を
留
め
て
い
ま
す
が
、
細
か
く
見

る
と
現
在
の
書
体
と
は
異
な
り
ま
す
。「
閒
」

は
「
間
」
に
見
え
ま
す
が
、「
日
」
の
上
線

と
下
線
が
左
に
は
み
出
し
て
い
ま
す
。「
是
」

は
下
部
の
「
正
」
の
線
が
カ
ギ
型
に
折
れ
曲

が
っ
て
い
ま
す
。「
寶
」
は
「
宀
」
が
文
字

を
覆
う
よ
う
に
囲
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
言
葉
は
中
国
の
元
代
末
か
ら
明
代

の
詩
人
・
張

ち
ょ
う

羽う

の
詩
の
一
節
か
ら
採
ら
れ

た
も
の
で
す
。
張
羽
の
漢
詩
集
『
静
居
集
』

に
収
め
ら
れ
た
「
山
中
答
高
彦
敬
」
と
い
う

詩
の
中
に
「
浮
生
閒
是
寶
、
何
必
望
爲
官
」

（
浮
生
、
閒
は
是
れ
宝
。
何
ぞ
必
ず
し
も
官
と
な
る

を
望
ま
ん
。）
と
あ
り
ま
す
。
は
か
な
い
人
生

で
は
心
静
か
に
暮
ら
す
こ
と
こ
そ
宝
だ
。
ど

う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
役
人
に
な
る
こ
と
を
望

む
の
か
。
と
い
う
意
味
で
、
自
分
の
時
間
を

生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
す
。

　

張
羽
は
当
時
を
代
表
す
る
文
人
で
し
た

が
、
明
の
皇
帝
・
朱し

ゅ

元げ
ん

璋し
ょ
うに

仕
え
、
最
後

は
罪
に
問
わ
れ
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

ま
す
。
官
職
に
と
ら
わ
れ
ず
、
静
か
な
環

境
で
書
に
向
き
合
う
こ
と
こ
そ
大
事
な
こ

と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
村
純
也
）
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